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。昭和 ト二年八月廿七 日改正 ら !品 名 備考 定慣送料 品 名 備考 定債送料18植迄.25 .105箱盛クローム フキルム A列8枚 入 .60° 10 明光 印 書 紙( ) 24枚入 手提 皮.75 ク 同ク 45 クSバンクロフキルムク (軟調 ) 20敗入 .25ク
明光フキルムク 明光煉製微粒子現像薬 1 組

定着楽
25 -10Y1.Y2.フキルター25りO1.R1. 80 .03 同 ボ ソ高向 な悪味は人格 を 向上 し 、 良い娯染は人生 を 明るく 致します。カメラはあらゆる時、 あらゆる人生に於ける 、良い件個 と なり 、 その 篤真藍術により美的観察眼 をひ 、 大 自然 と親しむの結果 、 知らず知らず品性を向上し 、 また 時々刻々 と髪る世相 、 と憩ての 姿 と を止め て 、 これ を永久 に保存 する 事が出来ますから 、 誠に意義深い紀念を 残すものであります。然し従来 の カメラ は 、高質なの と 、諸村料の 高いの と また操作の 非常 に面倒の岱 め 、 一般大衆的の娯築品 として 多々 造感 の 貼 が あり まし た 。ナイス聴は此慮 に着眼 致し 、 大量生産 と 、合理的製作 に依つて 、 優秀 にし て 働裁 よき 機城 を 、 非常 に安慣 に完成 し た の

であります 。 そして多年苦心研究の結果従来 の カメラ の快貼を 改良 し其操作上非常 に不易 に して 優秀なる撮影の 出来る事は他の追従 を 許さ ぬ 慮 で あります。また 顔る難 か しか つ た 、 現像及び印憲焼付を 、暗室や 、其他色々 面倒 な設備 を要せず、自分で築しみ 作ら 、 極 簡易 な 方法で、然 も 自悲堂 と々 、椅麗な 篤旗 を仕上る 事 が 出来 ます から 、誠によい趣味と賞益を錠 ねた 最も理想的カメラ で あります。

G1- 20 .05 レリーズ大自書 現像液 「 小 フアインダーレシズフード25ミリ用 1.10 .10 10 ク
「 大 15 ク自 斐定 着 液5 ナ 、 1 尺アタッチメント 1.5 尺 。2.5尺 。 50 .031 組2.00 -10 小 .10 を

明光タンク A判用 2.00 101.80 -10
2.40 .10 明光現像器 A列用3.30 .14

A.
皮製ケース .60 -10B

カピネ三枚組 .60 -10三段伸330 22 現像 バット 手札 .35ー枚組名刺枚組 シャツター金陽製 三脚四段伸4.50 ク五 段 伸 5.70 ク 25 を
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蛇 腹4オンス用 20 .10計量カップ木製 三脚二段伸1.50 ク | 10オンス用 30-ク
皮 製 三脚 袋 85 .10 液 温 器 .30 .10 ウ デ 金布製 三脚 袋 20 .03 明光 焼付 器 A列用 30 -10 レバー雲 臺 1.00 .10 乾 燥 劑 -10 -10 固定 焦點集 布 .70 .10 .08 .03ピンセツト ツマミ 金具 メーター
宮真上達 の手引 .50 .06 -10 .03 投資元 東郷堂窮貞工業株式社セルマスク A 列 用
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機能 と部分解説 撮 影
○撮影 の際 、 太陽 の直野光線がレンズ に 営り ます と 、先づ撮影せんとする物題の方角 に レンズ を 向け 、 フイート

メイターの位置まで蛇腹を伸し後方の覗き袋 を 開ひ て
覗き 、 位置 と 、焦黙が定まりましたら取枠差込ロへマ

光線の 弱い時 、 日際 、 曇り 日 、 室内 、 朝
夕等の撮影 に使用 いたし ます 。
次に指針 を I に合せ ( これ は光線 の麗い被宮憶 、 例へば日光直射の雲 、 空 、 明るい海岸等の撮影 に 使用 します。)ー を押せばレンズ が開き、 同時に 閉ち て

了ひます。(ハはレリーズ差込口で、添付のレリーズをはめ込み 、レリーズの頭を押しますとシャツターが動きます。0フアインダー (位置 蔵 )
反射式 フアインダーピント ガラス に映る書像は、其儲 小さく
反射フアインダーにも映つて居りますか
ら 、 これで位置 を 定め て も買い 課であり
ます。本器の フアインダー は 廻轄式で、縦横錠 用 になつて居り ます から 、横位置で撮
影 する 時 に は 、宮旗機を 横 に する と 同時
に、 フアインダー も横に廻して下さい。

○固定集黙メイター(距離計)
撮影 の 際 レンズの下にある 、ツマミ金具 を 引出し て此の固定焦黙メーターの溝で 止め て下さい 。蛇腹が固定焦黙の位置まで 出なかつたり、 又は出し過ぎたり し
て、撮影 します と焦黙がボケて よく 窮りません 。但し初歩の内は 、固定焦黙メイター の
みに依らずなるべくピントガラスで焦黙を 合せ た方が 聞間 違ひ あり ませ ん 。

O ナイス競の レンズ ( 鏡玉 )フリント · クラウン罪玉
無帖距離 八五ミリ(F11 )

0 カメラの開け方、閉め方葛真 を奪す場合 は先づ カメラ の上部 、
手提 皮 の所にある 、中央の ボタン を 指先
き で 押 へ ます と (第一岡 )自 働的 に蓋が少し開きます から 、 之 を
雨腕金がカチッ といつて止まる所まで開き ます 。 そしてつまみ金具を 引出して 、
固定焦貼メーターの位置まで蛇腹を 伸し

暗函内のフキルムにハレーションといふ現象を起しま
し て 、 真黒 な原板が出さで 了ひ ます 。 それで逆光線撮
影等 の 場合 に は、 必らず 、 黒い紙 か帽子 の 様 な もの を
利用して 、レンズに営も直射光線を 避け られる様御注

ド の 切っ て ある 方 をレンズに 向け て充分底迄差込みまレベ
2 す 。 (海五岡 )

取枠 が底迄居き まし たら 右指先で種板 の 肩 の 中央 部 意下さい。
を幅 く押へ、右指先で後方 の 一枚に なつて居る黒 紙の ○ 動い て 居る 被篤憶 を観影する場合は 、 なるく 正面
上端をつまみ演直ぐに引上げ ますと等の マークのあ 又は 斜めの位置から、 郵真 機 を 向ける様にして下さい

前 を 横切る被駕 造 は 動き が大きく 、 相 営速 い露出時間
でなければ止りません

る 二 重の黒紙がー杯に 伸び切っ て 適常 な位置に 自然 に
止まり ます 。 (第六岡 ) 此れで完全 に機械の 中 で は フます 。 (第二岡 ) キルム がレンズの方を 向い て 出 て 居る課ですから 、 後 O露 出此 れ で撮影 の用意 が出来 ました 。蔵 ふ時はつまみ金具を摘み真直ぐに押込み ます と 、蛇腹は縮んで胴憶の中に蔵り ます。完全 に 蔵り まし たら 、雨腕金を指先で心持下方 に 押 へ 年 ら 、 蓋 がパチリ と 普 を

立てる 所まで閉めます。(第三 岡 )
Oシャツター、露出調節器 )

第 四 岡 は ナイス 焼 の 前面 部を 示し た も
ので指針(イ ) を動かし て 露出 の 調節 が 出
来る 様 に な つて 居ります。外側の上部には0 1. B と三 個所に 印 が あり ます から
指針 を動かして Oの虚に持つて来 ます と
レンズが開放に なります。これは位置を定める時、 父 は 永い露出 を興 へる 時 に 使
用い た します。次に 指針 を B に 合せ レバー (ロ )を押せば レンズが開き放せば閉ります。これは

は露出 を興へて やり ます と 、 レンズから光線が入つて レンズ の 蓋 を開けて、レンズから暗函内 に 光線を 入れ
来 て フキルム に 葛旗が篤つて 了ひます。撮影が すみま
したら元の通り に 引蓋 を 閉めて 取枠を抜き取ります。

る 事を露出、 そして レンズ の蓋が開い て から 、 閉ちる
迄 の時間 を露出時間 と いつて居ります 。 この露出時間
が 窮真 の 中 で は 、 最も直要な役割 を持つ てる ます 。( 第 L 岡 ) 抵影 の終 つた 種板 を 直ぐ に 現像 しない 時 に
さて春夏秋冬 、四季を通じ 、 また 朝 、 書、 タ方 等 には種板 の入つて 居た 赤い袋 に 入れ て 保存 し て下さい。

よつて 、光線の明る さ は可成り違つて参ります。 常に
夏 の光線は非常 に 強く 、冬の光線 は 非常 に 弱い 事 は 申( 但 、撮影 ずみの種板は成るべく 早く現像 する よう に

して下さい)
○注 意 し 迄 も あり ませ ん が 、同じ夏でも 日光直射の場合 、 日
○馴れて 参り ます と 、窮識機を手に持つた儲でも 動き 陰 、 曇り 日 又は その場所 に 依 つて 、 光線 の 明る さ に 相
ませんが、初心の内はどうしても動かし 易い もの です 営髪化があり ます 。 光線 の明るい所は短い露出時間で
から 何か確か りし た 姿 の 上 に乗せる か 、 三脚 を 使用 し 撮影出来 ます し 、暗い所は長い露出時間 を 要し ます 。
て 奪 し た 方 が 間 違 ひがありませ ん っ 宮 す 時 に少しでも その要領 は添附 の露出表に依 つて 御 研究下さい。
カメラが動きます と書像が二重、三重に な つて 見にく 狩現象、焼付法は 明光 フキルム 、 印 書紙 添付 の設明
い窒旗が出来 上ります。 書を御質下さい
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